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スポーツを一緒に楽しむとぐっと仲良くなれますね

屋外のミニコンサートはしっとりいい雰囲気
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胸に響く素晴らしい演奏でした。皆で記念撮影

飯舘村老人クラブ連合会

いいたてスポーツクラブ

　「いいたてスポーツクラブ」が主催
して「バドミントン交流会」を開催し
ました。初めに大澤和已理事長（上飯
樋）が「気軽に楽しめるバドミントン
で体を動かし交流を深めてほしい」と
あいさつ。約30人の参加者が、県青少
年会館の体育館で、さわやかな汗を流
しました。また、震災以降、活動を休
止している村のバドミントンクラブの
部員も参加し、会を盛り上げました。

　飯野地域福祉センターで、大正琴
のコンサートを鑑賞しました。演奏
した「琴
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さんは、仮設に住む佐藤ミ
ツイさんの友人。北海道から単身こ
の地に赴き、昨年「いいたてホーム」
の職員となった佐藤さんの「慰問演
奏に来てほしいな」と言った言葉が
現実になりました。彩音会の皆さん
は北海道から自費で訪問。「いいた
てホーム」でも演奏を披露しました。

　団地の集会所「ふれあいほ～る	ま
つぼっくり」でクッキー作り。最近マ
マになった人からおばあちゃんまで８
人が参加しました。また、この日は、
被災者支援活動を行う「みんぷく」の
交流員がサポートに入り、赤ちゃんた
ちのお世話係を担当。ママたちも安心
して、お菓子作りのひとときを楽しみ
ました。別室では村の保健師・栄養士
が、身体測定や発育相談を行いました。

飯野町団地

参加者の皆さんの生き生きとした笑顔が素敵

松川第一応急
仮設住宅

　シンガーソングライターの八神純子
さんが集会所でコンサートを開きまし
た。八神さんはヒット曲の数々を熱唱
した他、ペットとの心のつながりを歌
った「チョコと私」、被災後の日本にエ
ールを送る「翼」などを披露。多くの
人が涙をぬぐい聴き入りました。八神
さんは県外から同行した一般の47人の
皆さんと共に村内も視察。飯野出張所
では菅野村長との対談も行いました。

　村老人クラブ連合会の若手委員会
が交流会を催しました。現在連合会
の活動を休会している団体を除く会
員によるもので約50人が参加。昨年
に続き福島市本内の「からしまボウ
ル」でボウリングを楽しみました。
ストライクが出た時のハイタッチや、
失投での照れ笑いなど、青春時代の
光景が再現されているよう。２ゲー
ムの熱戦の結果、佐藤曻さん（草野）
が優勝を飾りました。
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本当に来てくれまし
た。ここで良くして
もらっている私の代
わりに恩返しをして
もらった感じです

団地に越してきた
ばかりで、初めて
参加しました。こ
ういうのがあるの、
いいですね

旧飯野小･旧明治小
応急仮設住宅

かーちゃんの
力・プロジェク

ト協議会
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意識の高い皆さんにネ
ットワークが広がって。
県外からの協力、地元
の支援もあり、ネットワ
ークの力がすごいです

八神さんの大ファン。
前に八神さんからもらっ
た種でコスモスを咲か
せてるんだ。また来てく
れてうれしいね

　福島市松川町の「あぶくま茶屋」で「い
いたて雪っ娘大収穫祭」を開催しまし
た。雪っ娘カボチャの販売はもちろん、
特長を生かした特別メニューの食堂も
大人気。パネルディスカッションなど
では雪っ娘の魅力をさまざまに紹介し
ました。また店頭には、山形県大石田
町で米粉パンの店を開く鮎川ゆきさん
（小宮）の新作パンも登場。会場のあち
こちに美味しい笑顔があふれました。

　　　　家 族 の 部　佐藤　　駿・佐藤　奨悟 組
　　　　夫 婦 の 部　山田　　学・山田　　恵 組
　　　　仲良しの部　古畑　直美・赤石澤亜紗美 組
ストライクアウトの部　西　　忠一・関口　　明 組

優勝！
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久しぶりです
楽しいよね


